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Calori丘c　value（dry，ashlss　basis）至s　frequ－

ently　used　as　one　metho（1of　expressing　co呂1　．

property，but　it　decreases　even　w套en　the

co＆1is　of　the　s＆me　property）if　proportion　of

ash　increases．

　This　phenomenon　is　d．ue　to　the　decrease

of　weightロof　miner＆1matter就the　time
of』combustion　of　coa1，so　calorific　value
（dry，ashless　basis）”is　very　changeable段cco

rdingtothecomponentsand．quallt玉tyofm
i血eralm呂tter　inヒoa1．

　It・brings歌bout　objections　in　varigus　cases。

丁豆erefore　it　must　be　corrected．．as、in　the

following至Ormu1＆：

　Caloro雌cvalue（dry，mineralmatter・free
basis）

　　　　　　　Ca1．．value　r
　　　　　　　　　　　　　　　×100　－100・moisture－correcting　ratio　of　ash×ash

　N・t6＝（c・πectingrati・・fash×ash饗weightper・

　　cent段ge　of　min6ral　matter　in　coa1）

The　average　corre6tまng　ratio　of　a．sh加the

Japanese　coal　is1．074and　it　shows　gene一
撒11y　a　latge　flgure　in　low　coaliflc＆tion．

　　　　　　1．緒　　　 言

　從来炭質の一表現方法として所謂純表発熱量が，よく

使われて来たが，灰分が多くなるに従V・同一淡質のもの

でも，その値が減少するので，あらゆる面で不都合な事

が生じて来る。

　例えば灰分の多い石表は純表発熱量の値が小さく算出

されるので，より以上に悪く評価されたり，文淡履の淡

質酌変化の検討，対比，或は炭質的石炭の分類，炭質的

埋蔵量の算出等を行う場合に誤りが生ずる事になる。

　か』．る誤りをなくなすためには灰分を補正した発熱量

（無水・無鉱物基）を使用すればよV、のである。

　以下発熱量（無水無鉱物基）の理論及び灰分の補正傘

の求め方に就いて述べるo

　なお炭田別，灰淡暦別，淡鰐別の灰分補正牽を求めた・

ので合せて掲載する。．

分析資料は昭和23年以後の配淡公団研究所分析台帳喧

による。・、
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．2。発熱量（簸水無茨基）．

①赤井炭砿（常磐炭田）

②李和炭砿（石狩炭田）
③三池炭砿（三・池炭田）

③
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基）の事で

下記り計算

式より求め

　50　　　　　100　ぞ尋る。

　　　灰分　　・
第1 図

発熱量（無水無灰基ン

』　発熱量一一一一　　　×100……・…・……曹一繭・①
　100一水分一灰分
①式は水分や灰分の量とは無開係に石炭の性質によつて

定まつ左値を示すべきであるが，実際には灰分が多くな

るに從い，第1図の如くその値が減少するので具合が悪

V・事になる。

3．友分の補距

第一表「
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　との様な事の起るのは，灰分が多くなると灰化に要す

る熱量が発熱量から奪われる事に起因するのではないか

と一応考えられるので，助燃剤として安、患香酸（発熱量

6，324cal／kg）を使用して，粘土及び砂岩に就“て工業

分析を行つて見たが，発熱量の値には（1カロリー減少）

殆んど変化がなかつた（第1表参照）

　この様な事の起るのは，石炭を炉中で燃焼させる際に

石表中に含まれている鉱物質がその重量を減ずる事に起

因する。

　例えほ結晶水や炭酸塩CO、の一部が分解遊離する事

など考えられる。F

騙今図に就“て更に詳しく述べて見よう。（第2図参照）

　　　　　　　　　　　同一淡暦から出る石淡に
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　　第2図

就v・て，灰分や発熱量の

異るものの発熱量を縦軸

に，純炭一（100一水分

一灰分）を横軸にとつて

図上にプロツトすれば，

それらの点は殆ん∫ど一直

線PΩ上に載る。今AC

嵩平均水分とすればCD

は鉱物成分量で，CΩはCDが燃曉された際の灰分ΩD

はその際に於ける鱗物燃焼減量である。勿論ΩDは不燃

性のものである。所がその際に於ては

　純炭＝100一水分一灰分dOO－AC－CΩ＝ΩD

となり不燃性成分であるΩDが純淡として算出されるの

で不合理である。

郎ち灰分翠CΩに対してΩDの割分で不燃性成分量

が純淡中に算出されるので灰分が増加するにつれ（1）

式の値が減少してくるのである。

　從つて灰分を補正して鉱物量を求めればPΩ線は右方

に移行してPD線と一致し，、ヒ記の不合理な点が除去さ

れる訳である。

4．茨分蒲正華の求め方

第2図に於て，

　＆）．PΩ線を最小二乗法或は貝分量で引く

　b）．平均心分ACをとれぱ

　　　　　　　　　CD　　　・灰分補正牽　α＝＿一一・…・………②
　　　　　　　　　CΩ
　なお鉱物成分量を求めるには灰分補正牽に灰分を乗ず，

オLぱよv・。

　この補正牽の値は，各炭層に依つて異るが，本邦淡全

国平均はα講1．075なる値を示す。

　なお炭田別，來淡暦別，炭鋸別の次分補正率は第3，

4，5，表に掲載した。‘

表より明らかな動くfの値は大体來表暦によつて一定

しているが，、同一來炭暦でも地質的降件の相違に依ると

思われるが淡購によつてfの値の大きいのや小さいのが

ある。

爽表暦で比較的fの値の大きV・ものは宗谷，賜幌，春

取，磐城，端島累暦，双子累暦等である。

　叉一方炭田別に見れば，天北，苫前，慶能舞・扇田・

常磐等は比較的tの値は大きい。

　r・般に石炭化度の低V・石淡は値が大きV・傾向がある。

　無厘炭に於てはその値が大，小種々様々である。

5．発蕪量（無承・無鉱基）の求勢方

友分の量に無関係に常に」定の値を示す発熱量（無水

無鉱物基）は次の計算式より求め鴛る。

発熱量』、＿発熱量　×、6。，…③
（無水・無鉱物量戸100一水分・次分補正率×次分

叉図上に於て求めるには（第2図参照）

　a）PΩ線を最小二乗法叉は目分量で引く

　b）平均水分をとる

　c）q点を通りAB線に平行線を引きPΩとの

　　交点Pを求める。

　d〉D・Pを蒜びその延長とAB線との交点Bを求む・

　　オ1ば，ABが求むるものである。

　なお③式を用V・て算出する代りに計算図表・（図4・5・

を使用すれぽ簡単で便利である。　　　　・

　6　発熱量（無水．無茨基）と茨分補蔑箪の盟係

　③及び①式より明らかな如く，荻分補正牽の僚が小さ

V・程k旨③式一①式の値が小さくなる。

　叉第2図及び②式より

　　あ＝∫P＿≠』珍9一水分　　・となり
　　　　CΩ　　100一水分一ΩD

　水分及びΩDの値が小さめ程αの値は小さくなる。

從つてkの値も小さくなる。

　　　　　　　　　　　　　　　今水分及び
　5QOO
　　　　　　　　　　　　　　ΩD共にその
　　K　　　　　　値の比較制、さ

　　　　　　　　　　　　　　V、ものと，比較

　　　　　　　　　　　　　　的大きいものと

　　　　　　　　　　　　　　kの値の関係の

　　　　　　　　　　　　　　一例を示せば第

　　　　　　　　　　　　　　3図及び第2豪
　　　0　　　　50　　　　100　　　　　　　　　　灰分．の様になる・
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第2表
炭　鵬 名1平均水痴咳分補正牽
　l　　l、1・）赤撫（常磐炭副・2・21、…6

（2）平和淡鵬（石狩炭田）　1．3　6．5　1．08

（10）次分が多く且友分補正牽の大きい石炭は必ず次

　分を補正しなけれぼならぬ。

（11）次分補正摩と石炭中に含まれている，鉱物の種・

　類次の色次の分析結果等との関係又堆積蓮動等

　との関係に就ては今後残された問題である。

（3）ヨ騰（三繊田）1…伺一3い・・3・

蜘5・・、、・5r2・12513・匿54・145i5・

第3表　炭田別友分補正摩一覧表

北海遭．　　　　　本州

φ7璽125Ql35・陶16・・18・・1・…1・3・・：・6・・ 淡田名
（2）i3・17・112・1・8・12i・13Q・37・145・155・165・

（3）12・1喋・17・1…、・4・1・8・122・127・133・14・・

図及び表より明らかな如く補正牽の値が大き｝程次分
一
の
増
加 するに從い急激にKの値が大きくなり発熱量（無

水無次基）の値が急激に小さくなる。從つて茨分が多く

且補正牽の値の大きい石炭は必ず次分を補正しなければ

ならぬ。

天　北『
中　 川．
『苫　前
留　 繭で
石狩（室知北部）
石狩（室矢舅中部）
石狩（室知南部）
石　狩〆夕張地区）

茅　沼
慶能舞
岩　 内
釧　路

幕謀疾田矧
、1．14

1．11．

1．20
1．07
1．08
1』07
1。08
1．10
11．09

1．12
1．06
1．10

次分
補正牽

本州

大　 野，1．06
君B　　　　　＿ヒ　　　　玉。03

武　儀　LO5
舞　鶴　1．10
熊　野．1．06
松　 江　1．05
成　羽『1．12
宇　 部　1．07
津布田’1．07
大　磯　ヱlo8

四国1

7．総　　抵 炭田名鷹正盆薔一刷願
炭田名鷹遷

（1）所謂純淡発熱量とは無水・無次淡1kgの発熱量

　の事で次の計算式より求め得る。

　　　　　　・発熱量発熱量（無水◎無灰基）ゴ100＿水分＿灰分×100

（2）発熱量（無水・無灰基）拡灰分が多くなると急

　激にその値が減小するので具合が悪い。

（3）　この様な事の起るのは，石淡を燃僥させ・る際に

　石炭中に含まれている鉱物質が，その重量を減

　じ，その滅量が純表＝（100一水分一次分）中に

　算出される事に起因する。
（4）從つ七次分を補正して，鉱分成分量を求めれぼ

　よV・。
（5）鋪補正率は工業分析（この場合は永分，次分

　及ぴ発熱量）の結果を図上にプロツトして簡単

　に求め得る。
（6）本邦淡炭田別，來炭暦別，炭購別の次分補正率、

　も求：めたが，來埃屏によつて大体一定の値を示

　す石炭を示す。
（7）’石表化度の低い石淡の次勇補正率は一般に大きー

　な値を示す。
（8）本邦羨全国平均の補正牽は1・075なる値を示す。［

（9）次分め量に無関係に常に一定の値を示す発熱量

　（無永・無鉱物基）は次の計算式より求め得る。

　　　　’　　発　熱　量

岩　館
扇　田
阿仁合
久　慈
西田川
．最　上
赤　 谷

小
　　
手

11．03
・ほ：81 九州

1…7談田省｝庵魂
1．05一一

常磐（双葉地区）11．∬
常磐（石城東壷5）i　1。13　　糟
常磐（石城南部）11．11
常　磐（多賀地区）1　1・13
常磐（白河地区）11。12

五日市　ILO6瀧
山、

取

1．08
1．05

1．02
1．04
1．06

全国平均　　　　1．075

小　倉
配《4　　　麗れ　　 ヱ
朝　 倉
　　屋
福　岡
三　

シ也

佐、賀
北　 松
崎　 戸
高　 島
天　 草

第4表　爽淡暦別灰分補正率一覧表，

1．04
1．05
1．07
1．05
1．03
1。03
玉．04

i．06
1．03
1．09
1．06

発熱量（無水●無鉱物）諸100＿水分一次分補正率×次分

或は叉計算図表を使用すれぼ簡単に求め碍る。

炭田名蝦酩織象獅名，蝦層矯総
天北

苫前1
留繭
〃

グ

石狩
〃雫

〃

〃

．〃

グ

釧路
〃

グコ

常磐

宗　谷
羽　 幌
幌沖内
本　陣
大和田
芦　 別
幾春別
羊　 歯
美　唄
夕　 張
登　 川
尺　 別
雄　 別
春　 取
磐　城

1．141i筑豊

1．20・〃

1．07 ’
，

　　〃
1．08 〃

「

1．091北松
1．06i〃
1．061〃
1．101〃
．1．111．〃

1．07、崎戸

1．081高島
1．13　〃
1．12　〃
一．“

遠賀累隆．
、L石〃

1竹谷〃，
1三尺　　〃　『五尺
大焼ク
繭　井
世，蜘原
・柚　木
1中　．里
、相　浦
松　 島
伊王島累暦
端島累・層

双子〃

玉．0各

玉．03

1．09

ヱ．06

亙．（協

1．03
1．08
ヱ．09

1．08
1．07
1．03
1．oo
1．重3

1．14
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第4r図 聚熱量（熱水：無鑛物．基一計算図表
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第5図　褒熱量嚥水・無鑛物基）計算図表

61一一（189〉




